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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

これまでの協力研究を通じて《無機キラル結晶が示すキラル誘起スピン選択性効果》
を実証してきた。本研究ではこれまで培ってきたキラル物質群が示すスピン偏極特
性に関する知見を活かして、１）キラリティ純度の評価法、および、２）電気的キ
ラリティ検出法 の開発を試みる。

実験
Experimental

無機キラル結晶などから成る電気計測用デバイスを作製し、キラルな構造が発する
スピン偏極状態を評価し、スピン偏極状態の生成効率など基本特性を調べた。また、
溶液中に分散するキラル物質へ本検出原理の適応を試みた。

結果と考察
Results and Discussion

電気計測用デバイスをダイカルコゲナイド結晶、ダイシリサイド結晶、水晶基板な
どのキラル物質を用いて作製した。逆スピンホール効果を利用するデバイス構造と
した。また、アキラル結晶や不活性電極などを用いて参照実験用デバイスを作製し
た。これらのデバイスを用いてスピン偏極状態の生成効率など基本特性を調べてい
る。加えて、単結晶、多結晶、粉体などの試料形態に対してデバイス作製と性能評
価を進めた。一方、共同研究を進めている分子研・山本グループでは分子キラル構
造を用いたデバイスの性能評価にて大きな進捗があった。今後、無機結晶系と分子
系デバイスの比較を進めて、キラル誘起スピン選択性のメカニズム解明を目指す。
並行して、溶液中に分散するナノ粒子や溶解したキラル物質への適応を試みている。
流路デバイスを作製し、デバイス評価を進めている。なお、装置開発室施設利用を
同時申請し(JPMXP1222MS3006)、流路作製に関する技術支援を受けた。
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Figures, Tables and

Equations
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